
EVM User's Guide: AUDIO-AM62D-EVM

概要

AUDIO-AM62D-EVM 評価基板 (EVM) は、低コストで拡

張可能なハードウェアで、さまざまな使用事例に対応した
マルチチャネル オーディオ アプリケーションの評価とプロ

トタイプ製作に適しています。AUDIO-AM62D-EVM 評価

基板の中核を成すのは AM62D システム オン チップ 

(SoC) です。この SoC は、テキサス・インスツルメンツのベ

クトル ベース C7x DSP コアと行列乗算アクセラレータ 

(MMA) が緊密に結合され、シングル サイクルでアクセス

可能な 1.25MB の L2 メモリ、クアッドコア Arm®-Cortex® 

A53 マイクロプロセッサ、デュアルコア Cortex-R5F 
MCU、LPDDR4 32 ビット コントローラを搭載しています。

これらはすべて、車載用グレードのセキュリティ ハードウェ

ア モジュールで保護されています。車載プレミアム アンプ

の開発を検討しているユーザーに最適です。

AUDIO-AM62D-EVM は、高性能 オーディオ処理に適し

た複数のオーディオ ジャックと拡張コネクタ、2 つのギガビ

ット イーサネット拡張コネクタ、2 つの USB Type-C® ポー

ト、CAN-FD、および他のインターフェイスを搭載しており、

プロトタイプ製作に役立ちます。また、SoC と LPDDR4 そ
れぞれの温度条件を監視するために 2 つのオンボード温

度センサを採用しています。

設計を開始

1. AUDIO-AM62D-EVM で EVM を注文します。

2. EVM の設計ファイルをダウンロードします。

3. AUDIO-AM62D-EVM からソフトウェアをダウンロード

します。
4. 『EVM ユーザー ガイド』を読みます。

特長

• 3.5mm TRS オーディオ ジャック ライン入力 x 4
• 3.5mm TRS オーディオ ジャック ライン出力 x 4
• オーディオ拡張コネクタ x 2
• ギガビット イーサネット拡張コネクタ x 2
• 4GB LPDDR4 メモリ

• 512MB OSPI フラッシュ メモリ

• 32GB eMMC フラッシュ メモリ

• microSD カード スロット
• USB2.0 Type-C x 1
• USB2.0 Type-A x 1
• MCAN ヘッダ x 2
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1 評価基板の概要

1.1 はじめに

本テクニカル ユーザー ガイドでは、AM62D システム オン チップ (SoC) を実装した低コストの EVM である、AM62D オ
ーディオ EVM のハードウェア アーキテクチャについて説明します。AM62D プロセッサは、行列乗算アクセラレータを搭

載したシングルコア C7x DSP、クワッドコア Arm Cortex-A53 マイクロプロセッサ、デュアルコア Arm Cortex-R5F MCU 
で構成されています。4 つの TRS オーディオ ジャック ライン入力、4 つの TRS オーディオ ジャック ライン出力に加え、2 
つのオーディオ拡張コネクタと 2 つのイーサネット拡張コネクタが搭載されたこの EVM は、高性能 DSP を使用したマル

チチャネル オーディオ アプリケーションの評価やプロトタイプ製作に最適です。テキサス・インスツルメンツの Code 
Composer Studio™ IDE などの標準的な開発ツールを使用し、EVM の組込み済みエミュレーション ロジックを通じてエ

ミュレーションとデバッグを実施することができます。

1.2 キットの内容

パッケージには以下が含まれます。

• 「AUDIO-AM62D-EVM」EVM (評価基板)
• 『EVM ユーザー ガイド』冊子

• EVM の免責事項と標準約款

1.3 仕様

図 1-1 に、AM62D オーディオ EVM の機能ブロック図を示します。
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図 1-1. AM62D オーディオ EVM の機能ブロック図

1.4 製品情報

AUDIO-AM62D-EVM は、豊富な機能を備えたソフトウェア開発キット (SDK) を使用して FreeRTOS の開発をサポート

しています。オンチップ エミュレーション ロジックを搭載しているため、テキサス・インスツルメンツの Code Composer 
Studio IDE などの標準的な開発ツールを使用したエミュレーションやデバッグが可能です。また、すぐに使用できる直観

的なユーザー ガイドにより迅速に設計評価を開始できます。

1.5 EVM のリビジョンおよびアセンブリ バリエーション

AM62D オーディオ EVM のさまざまな PCB 設計リビジョンとアセンブリ バリエーションを、表 1-1 に示します。各 PCB リ
ビジョンは、PCB 上にシルクスクリーンで示されています。各アセンブリ バリエーションは、追加のステッカー ラベルに示

されています。
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表 1-1. EVM の PCB 設計リビジョンおよびアセンブリ バリエーション

OPN PCB リビジョン アセンブリ バリエーショ

ン

リビジョンとアセンブリ バリエーションの説明

AUDIO-AM62D-EVM PROC180E1 該当なし (単一バリエー

ションのみ)
AM62D オーディオ EVM の最初のプロトタイプ、初期リリース リビジョン。

AUDIO-AM62D-EVM PROC180E2 該当なし AM62D オーディオ EVM の 2 番目のプロトタイプ、初期リリース リビジョ

ン。多数の変更とバグ修正が実施されています。
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2 ハードウェア

2.1 補足画像

このセクションでは、AM62D オーディオ EVM の画像および基板上のさまざまなブロックの位置を示します。

図 2-1. AM62D オーディオ EVM の上面
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図 2-2. AM62D オーディオ EVM の底面

2.2 主な特長

AM62D オーディオ EVM は、高性能のスタンドアロン開発プラットフォームです。ユーザーは、テキサス・インスツルメンツ

の AM62D システム オン チップ (SoC) 用のオーディオ アプリケーションの評価と開発を行うことができます。

以下のセクションでは、AM62D オーディオ EVM の主な特長について説明します。

2.2.1 プロセッサ

• AM62D SoC、18mm x 18mm、0.8mm ピッチ、484 ピン fcBGA

2.2.2 電源
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• USB2.0 Type-C ポート (入力範囲 5V～15V) x 2
• プロセッサとペリフェラル用の PMIC、ディスクリート レギュレータ、LDO を使用して電源設計を最適化

2.2.3 メモリ

• 最大 3733MT/s のデータレートに対応するした 4GB LPDDR4
• UHS-1 対応の microSD® カード スロット

• 512Mbit オクタル SPI NOR フラッシュ メモリ

• 512Kbit I2C (Inter-Integrated Circuit) 基板 ID EEPROM
• 32GB eMMC フラッシュ

2.2.4 JTAG / エミュレータ

• XDS110 オンボード エミュレータ

• 外付けエミュレータからの 20 ピン JTAG 接続に対応

2.2.5 サポートされるインターフェイスおよびペリフェラル

• USB2.0 Type-C インターフェイス x 1、DFP および UFP モード (データ) と DRP モード (電源) をサポート

• USB2.0 ホスト インターフェイス x 1、Type-A
• アナログ オーディオ インターフェイスは、ステレオ オーディオ ジャック マイク / ライン入力 x 4、ステレオ オーディオ 

ジャック ライン入力 x 4、ステレオ オーディオ ジャック ライン出力 x 8 で構成されています。

• デジタル オーディオ インターフェイスは、同軸入力 x 1、光入力 x 1、同軸出力 x 1 で構成されています。

• 10/100/1000Mbps データをサポートするギガビット イーサネット信号 x 2 は、拡張コネクタで終端されています。

• micro-B USB コネクタ経由のクワッド ポート UART-to-USB 回路

• ユーザーテスト LED
• 電流監視用 INA デバイス

• SoC と LPDDR4 付近に温度監視用温度センサ x 2

2.2.6 アプリケーション固有のアドオン基板をサポートするための拡張コネクタ / ヘッダー

• ギガビット イーサネット拡張コネクタ x 2
• オーディオ拡張コネクタ x 2
• MCAN ヘッダ x 2

2.3 電源要件

AM62D オーディオ EVM は、2 つの USB2.0 Type-C コネクタのいずれかを通じて電力を供給できます。

• コネクタ 1 (J24) - 電源ロール – SINK、データ ロールなし

• コネクタ 2 (J25) - 電源ロール – DRP、データ ロール – USB2.0 DFP または UFP

AM62D オーディオ EVM は、5V～15V の電圧入力範囲と、3A の電流に対応しています。USB PD コントローラ (メーカ

ー型番 TPS65988DHRSHR) は、ケーブル検出時の PD ネゴシエーションに使用され、基板に必要な電力を取得しま

す。コネクタ 1 は UFP ポートとして構成され、データ ロールはありません。コネクタ 2 は DRP ポートとして構成され、コネ

クタ 1 によって基板に電力が供給されている場合にのみ DFP として動作します。両方のコネクタが外部電源に接続され

ている場合、PD の電力供給能力が最も高いポートが基板の電源として選択されます。

表 2-1. Type-C ポートの電源ロール

J24 (UFP) J25 (DRP) 基板電源 注記

接続済み NC ON - J24 J24 は UFP で、電力のシンクのみを行います。ペリフェラルが接続されて

いる場合に J25 は DFP として動作します。

NC 接続済み ON - J25 J25 は UFP で、電力のシンクのみを行います。

接続済み 接続済み ON – J24 または J25 基板は、PD の電力供給能力が最も高いポートから電力を供給されます。
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PD IC は、 パワーアップ時に SPI EEPROM を使用して必要な構成をロードし、互換性のある電源と電力供給能力をネ

ゴシエートします。

構成ファイルは、ヘッダー J21 を使用して EEPROM にロードされます。EEPROM がプログラムされると、PD は SPI 通
信を介して構成ファイルを取得します。構成ファイルがロードされると、PD は必要な電源要件を満たすために電源とネゴ

シエートします。

注
EEPROM には、PD コントローラの動作に必要な構成ファイルがあらかじめプログラムされています。

EVM 基板に電力を供給しているコネクタを識別するために、両方の Type-C コネクタには電源表示 LED が搭載されて

います。外部電源 (Type-C 出力) は EVM の電源として使用可能ですが、EVM キットには含まれていません。

外部電源の要件 (Type-C) は次のとおりです。

表 2-2. 推奨外部電源

DigiKey 型番 メーカー メーカー型番

1939-1794-ND GlobTek, Inc. TR9CZ3000USBCG2R6BF2

Q1251-ND Qualtek QADC-65-20-08CB

注
最小電圧：5VDC、推奨最小電流：3000mA
最大電圧：15VDC、最大電流：5000mA
AM62D は電源用に USB PD を実装しているため、デバイスと電源アダプタの両方がサポートする最大電圧 / 
電流の組み合わせにネゴシエートすることができます。そのため、電源アダプタが USB-C PD 仕様に準拠し

ている限り、電源が上記の最大電圧と電流の要件を超えても許容されます。

2.4 設定および構成

2.4.1 EVM DIP スイッチ

AM62D オーディオ EVM には、目的の SoC ブート モードを設定するための 8 ポジション DIP スイッチが 2 つ搭載され

ています。

2.4.2 ブート モード

EVM 基板のブート モードは、スイッチ SW1 と SW2 の 2 つのバンクによって定義されます。これにより、AM62D SoC の
ブートモードは、ユーザー (DIP スイッチ制御) によって制御できます。

スイッチ (SW1 と SW2) のすべてのビットには、弱いプルダウン抵抗と強いプルアップ抵抗があります (図 2-3 を参照)。
オフ設定のときは Low ロジック レベル (「0」) が、オン設定のときは High ロジック レベル (「1」) が提供されます。

図 2-3. ブート モード スイッチ (MMCSD ブート)
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SoC のブート モード ピンは、通常動作時には代替機能が関連付けられています。このため、代替えピン機能に対応する

ために、バッファ IC を使用して分離が可能です。バッファの出力は AM62D SoC のブート モード ピンに接続され、リセッ

ト サイクル中にブート モードが必要な場合にのみ出力が有効になります。

バッファへの入力は、DIP スイッチ回路と、テスト オートメーション回路によって設定された I2C I/O エクスパンダの出力に

接続されています。テスト オートメーション回路がブート モードを制御する場合は、すべてのスイッチを手動でオフ位置に

設定する必要があります。ブート モード バッファは、SoC の電源がオフになり再度オンにされてもブート モードが維持さ

れるように、常時オンの電源から電源供給されます。

スイッチ SW1 と SW2 の各ビット [15:0] は、SoC ブート モードの設定に使用されます。

このブート モード機能へのスイッチ マッピングを以下の表に示します。

表 2-3. BOOTMODE ピンのマッピング
Bit15 Bit14 Bit13 Bit12 Bit11 Bit10 Bit9 Bit8 Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0

予約済み 予約済み

バックアッ
プ ブート 

モードの
構成

バックアップ ブート モード プライマリ ブート モードの構成 プライマリ ブート モード PLL の構成

• BOOTMODE [2:0] – PLL の構成のシステム クロック周波数を示します。

– 表 2-4 に、PLL リファレンス クロック選択の詳細を示します。

• BOOTMODE [6:3] – POR 後に要求されるブート モードを選択するためのプライマリ ブート モードの構成が提供され

ます。つまり、プライマリ ブート デバイスからブートするペリフェラル / メモリの選択に関する詳細です。

– 表 2-5 に、プライマリ ブート モードの構成の詳細を示します。

• BOOTMODE [9:7] – これらのピンはオプション設定を提供し、選択されたプライマリ ブート デバイスと組み合わせて

使用されます。

– 表 2-6 に、プライマリ ブート メディアの構成の詳細を示します。

• BOOTMODE [12:10] – プライマリ ブート デバイスの障害が発生した場合に、バックアップ ブート モード、つまりブー

ト元となるペリフェラル / メモリを選択します。

– 表 2-7 に、バックアップ ブート モードの選択の詳細を示します。

• BOOTMODE [13] – これらのピンはオプション設定を提供し、バックアップ ブート デバイスと組み合わせて使用されま

す。スイッチ SW1.6 をオンにすると 1 が設定され、オフにすると 0 が設定されます。各デバイスの TRM を参照してく

ださい。
• BOOTMODE [15:14] – 予約済み。バックアップ ブート メディアの構成オプションを提供します。

表 2-4. PLL リファレンス クロックの選択 BOOTMODE [2:0]
SW2.3 SW2.2 SW2.1 PLL REF CLK (MHz)

オフ オフ オフ 19.2

オフ オフ オン 20

オフ オン オフ 24

オフ オン オン 25

オン オフ オフ 26

オン オフ オン 27

オン オン オフ RSVD

オン オン オン RSVD

表 2-5. ブート デバイス選択 BOOTMODE [6:3]
SW2.7 SW2.6 SW2.5 SW2.4 プライマリ ブート デバイスの

選択

オフ オフ オフ オフ シリアル NAND

オフ オフ オフ オン OSPI

オフ オフ オン オフ QSPI

オフ オフ オン オン SPI

オフ オン オフ オフ イーサネット RGMII
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表 2-5. ブート デバイス選択 BOOTMODE [6:3] (続き)
SW2.7 SW2.6 SW2.5 SW2.4 プライマリ ブート デバイスの

選択

オフ オン オフ オン イーサネット RMII

オフ オン オン オフ I2C

オフ オン オン オン UART

オン オフ オフ オフ MMC / SD カード

オン オフ オフ オン eMMC

オン オフ オン オフ USB0

オン オフ オン オン GPMC NAND

オン オン オフ オフ GPMC NOR

オン オン オフ オン 予約済み

オン オン オン オフ xSPI

オン オン オン オン ブートなし / デバイス ブート

表 2-6. プライマリ ブート メディアの構成 BOOTMODE [9:7]
SW1.2 SW1.1 SW2.8 ブート デバイス

予約済み 読み取りモード 2 読み取りモード 1 シリアル NAND

予約済み 入力クロック チップ選択 QSPI

予約済み 入力クロック チップ選択 OSPI

予約済み モード チップ選択 SPI

クロック出力 0 リンク情報 イーサネット RGMII

クロック出力 クロック ソース 0 イーサネット RMII

バス リセット 予約済み アドレス I2C

予約済み 予約済み 予約済み UART

1 予約済み サンプリング周波数 / 生データ MMC/SD カード

予約済み 予約済み 予約済み eMMC

コア電圧 モード レーン スワップ USB0

予約済み 予約済み 予約済み GPMC NAND

予約済み 予約済み 予約済み GPMC NOR

予約済み 予約済み 予約済み 予約済み

SFPD 読み取りコマンド モード xSPI

予約済み ARM/Thumb なし / デバイス ブートなし / デバイス ブート

表 2-7. バックアップ ブート モードの選択 BOOTMODE [12:10]
SW1.5 SW1.4 SW1.3 バックアップ ブート デバイスの選択

オフ オフ オフ なし (バックアップ モードなし)

オフ オフ オン USB

オフ オン オフ 予約済み

オフ オン オン UART

オン オフ オフ イーサネット

オン オフ オン MMC/SD

オン オン オフ SPI

オン オン オン I2C

2.4.3 ユーザー テスト LED

AM62D オーディオ EVM 基板には、ユーザー定義による機能用に 2 つの LED が搭載されています。

表 2-8 に、ユーザー テスト LED と、その制御に使用される関連 GPIO を示します。
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表 2-8. ユーザー テスト LED
シリアル番号 LED 使用した GPIO SCH ネット名

1 LD1 GPIO1_49 SOC_GPIO1_49

2 LD10 U21.24(P27) IO_EXP_TEST_LED

2.5 電源オン / オフの手順

EVM への電力供給は、2 つの USB Type-C ポートのいずれかによって、PD 機能を備えた外部電源から行われます。

注
テキサス・インスツルメンツでは、I/O ケーブルの最大長が 3m を超えないことを推奨します。

2.5.1 電源オンの手順

1. EVM ブート スイッチ セレクタ (SW1、SW2) を選択したブート モードに設定します。図 2-4 に、SD カードのブート 

モードの例を示します。
2. ブート メディアを接続します (該当する場合)。
3. PD 対応の USB Type-C® ケーブルを、EVM Type-C (J24 または J25) コネクタに取り付けます。

4. Type-C ケーブルのもう一方の端を AC 電源アダプタまたは Type-C ソース デバイス (ノート PC / コンピュータなど) 
に接続します。

5. LD8 または LD9 の LED が点灯していることを目視で確認します。

6. XDS110 JTAG と UART のデバッグ コンソール出力は、それぞれ micro-USB ポート J17 と J22 に接続されていま

す。

図 2-4. ブート モードの例 (MMCSD ブート)

2.5.2 電源オフの手順

1. AC/DC コンバータから AC 電源を切り離します。

2. EVM から USB Type-C ケーブルを取り外します。

2.5.3 電力テスト ポイント

基板上の各電力出力のテスト ポイントを、表 2-9 に示します。

表 2-9. 電力テスト ポイント

シリアル番号 電源 テスト ポイント 電圧

1 VMAIN TP104 12 V

2 VCC_3V3_MAIN TP102 3.3 V

3 VCC_3V3_SYS TP48 3.3 V

4 VDD_CORE TP53 0.85 V

5 VDDR_CORE TP60 0.85 V

6 VCC1V8_SYS TP86 1.8 V

7 VDDA_1V8 TP79 1.8 V
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表 2-9. 電力テスト ポイント (続き)
シリアル番号 電源 テスト ポイント 電圧

8 VDD_LPDDR4 TP81 1.1 V

9 VDD_MMC1_SD TP21 3.3 V

10 VCC_5V0 TP103 5 V

11 VDD_CANUART TP52 0.85 V

12 VDDSHV_SDIO TP35 3.3 V

13 VPP_1V8 TP69 1.8 V

14 VDD_2V5 TP92 2.5 V

15 VBUS_TYPEC1 TP107 5 V

16 VBUS_TYPEC2 TP108 5 V

17 VBUS_5V0_TYPEA TP105 5 V

18 VCC3V3_XDS TP68 3.3 V

19 XDS_USB_VBUS TP78 5 V

20 FT4232_USB_VBUS TP96 5 V

21 VCC_3V3_FT4232 C285.1 3.3 V

2.6 インターフェイス

以下のセクションでは、AM62D オーディオ EVM のさまざまなインターフェイスと回路の概要について説明します。表 

2-10 に、AM62D オーディオ EVM のインターフェイス マッピングを示します。

2.6.1 AM62D オーディオ EVM のインターフェイス マッピング

表 2-10. インターフェイス マッピング

インターフェイス名 SoC 上のポート デバイス部品番号

メモリ – LPDDR4 DDR0 MT53E1G32D2FW-046 IT:C

メモリ – OSPI OSPI0 S28HS512TGABHM010

メモリ – microSD ソケット MMC1 MEM2052-00-195-00-A

メモリ – eMMC MMC0 MTFC32GAZAQHD-IT

メモリ – 基板 ID EEPROM SoC_I2C0 AT24C512C-MAHM-T

イーサネット拡張コネクタ CPSW 1 SoC_RGMII1 DF40GB-48DP-0.4V

イーサネット拡張コネクタ CPSW 2 SoC_RGMII2 DF40GB-48DP-0.4V

GPIO ポート エクスパンダ 1 SoC_I2C0 TCA6424ARGJR

オーディオ拡張コネクタ 1 SPI0、SPI2、UART5、SoC_I2C2、McASP1、

McASP0、GPIO
QSE-040-01-L-D-A-K

オーディオ拡張コネクタ 2 SPI0、SPI1、UART6、SOC_I2C1、McASP2、
GPIO

QSE-040-01-L-D-A-K

USB2.0 Type-C USB0 2012670005

USB2.0 Type-A USB1 629104151021

オンボード オーディオ マイク / ライン入力 McASP2_ACLKR、McASP2_AFSR、
SoC_I2C

PCM6240QRTVRQ1 + STX-4235

オンボード オーディオ ステレオ ライン出力 McASP2_ACLKX、McASP2_AFSX、
SoC_I2C0

TAD5212IRGER + STX-4235

GPIO ポート エクスパンダ 2 SoC_I2C0 TCA6416ARTWR

MCAN ヘッダー - 1x3 HDR MCU_MCAN0、MCAN0

UART 端子 (UART-to-USB) SoC_UAR SoC_UART4、WKUP_UART0、

CPLD_UART0、MCU_UART0
FT4232HL + 629105150521

温度センサ SoC_I2C0 TMP100NA/3K

電流モニタ SoC_I2C0 INA228AIDGSR
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2.6.2 オーディオ インターフェイス

2.6.2.1 オーディオ ステレオ ライン出力

AM62D オーディオ EVM は、信号グループ McASP2 にインターフェイスされた、テキサス・インスツルメンツの 

TAD5212IRGER ステレオ DAC に対応しています。EVM には、4 つのステレオ D/A コンバータ (DAC) を搭載する必要

があります。

本デバイスには、3.3V のアナログ電源と 1.8V のデジタル コア電源が供給されます。TAD5212 の構成は、I2C インター

フェイスによってサポートされています。(SOC_I2C0) TAD5212 デバイスの I2C アドレスは 0x50、0x51、0x52、0x53 で
す。各 TAD5212 デバイスは、MCASP2 信号のバッファとして機能する CPLD から、デジタル入力データ、クロック信号、

フレーム同期信号を受信します。

DAC IC は、4 つのステレオ オーディオ ジャック ライン出力用として、2 つのスタック型 3.5mm TRS オーディオ ジャック 

コネクタ J3 と J4 (メーカー型番 STX-4235) に接続されています。

図 2-5. オーディオ ステレオ ライン出力のブロック図

2.6.2.2 オーディオ マイク / ライン入力

AM62D オーディオ EVM では、SoC の McASP2 とのインターフェイスとして、オーディオ A/D コンバータ (ADC) (メーカ

ー型番 PCM6240QRTVRQ1) を搭載する予定です。PCM6240 には 3.3V のアナログ電源と 1.8V のデジタル電源が

搭載され、入力フォルト診断を有効にするために VBAT_IN が使用されます。

PCM6240QRTVRQ1 の構成制御は、SOC_I2C0 インスタンスによってサポートされています。PCM6240QRTVRQ1 で
は、I2C ターゲット アドレスは、ADDR1_MISO ピンと ADDR0_SCLK ピンを使用して設定されます。オーディオ デバイス 

(PCM6240) の I2C アドレスは 0x48 と 0x49 です。シリアル データ出力用のバッファ イネーブル (メーカー型番 

SN74LVC1G126DBVR) は、CPLD1 によって制御されます。
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ADC は、4 つのステレオ オーディオ ジャック マイク / ライン入力用に、2 つのスタック型 3.5mm TRS オーディオ ジャッ

ク コネクタ (メーカー型番 STX-4235) に接続されています。

リセット：PCM6240 のリセットは、AM62D SoC の RESETSTATz 信号と I/O エクスパンダの GPIO_PCM_RST 信号を

論理積する回路に接続されています。デフォルトのアクティブ状態に設定するために、PCM_RSTn にはプルアップ抵抗

が搭載されています。

図 2-6. オーディオ マイク / ライン入力のブロック図

2.6.3 JTAG インターフェイス

AM62D オーディオ EVM 基板には、XDS110 クラスのオンボード エミュレーション機能が搭載されています。このエミュレ

ータの接続には USB 2.0 micro-B コネクタが使用され、回路はバス電源供給方式の USB デバイスとして機能します。コ

ネクタからの VBUS 電源はエミュレーション回路に電源として使用されているため、EVM 電源が切り離されてもエミュレー

タへの接続が失われることはありません。電圧変換バッファは、XDS110 回路を EVM の他の部分から分離するために使

用されます。

オプションとして、AM62D オーディオ EVM の JTAG インターフェイスは、20 ピンの標準 JTAG cTI ヘッダー J19 を通じ

ても提供されます。これにより、外部 JTAG エミュレータ ケーブルを接続することができます。電圧変換バッファは、cTI ヘ
ッダの JTAG 信号を EVM の他の部分から分離するために使用されます。XDS110 セクションと cTI ヘッダー セクション

の電圧トランスレータの出力はマルチプレクサによって切り替えられ、AM62D の JTAG インターフェイスに接続されてい

ます。自動存在検出回路を使用して cTI 20 ピン JTAG コネクタへの接続が検出されると、マルチプレクサはオンボードの

エミュレーション回路の代わりに cTI コネクタからの 20 ピン信号を AM62D SoC にルーティングします。
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図 2-7. JTAG インターフェイスのブロック図

表 2-11 に、cTI 20 ピン JTAG コネクタのピン配列を示します。USB 信号には、ESD 電流パルスを VCC または GND 
に誘導する ESD 保護デバイス (部品番号 TPD4E004) が搭載されています。TPD4E004 は、IEC 61000-4-2 で規定さ

れている最大 ±15kV の人体モデル (HBM) の ESD パルスから保護し、±8kV の接触放電と ±12kV のエアギャップ放電

を提供します。

表 2-11. JTAG コネクタ (J14) のピン配置

ピン番号 信号

1 JTAG_TMS

2 JTAG_TRST#

3 JTAG_TDI

4 JTAG_TDIS

5 VCC_3V3_SYS

6 NC

7 JTAG_TDO

8 SEL_XDS110_INV

9 JTAG_cTI_RTCK

10 DGND

11 JTAG_cTI_TCK

12 DGND

13 JTAG_EMU0
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表 2-11. JTAG コネクタ (J14) のピン配置 (続き)
ピン番号 信号

14 JTAG_EMU1

15 JTAG_EMU_RSTn

16 DGND

17 NC

18 NC

19 NC

20 DGND

2.6.4 UART インターフェイス

SoC の 4 つの UART ポート (MCU UART0、WKUP UART0、SoC UART4、CPLD UART0) は、USB-to-UART 機能

を実現するために FTDI ブリッジ FT4232HL とインターフェースされ、基板上の micro-B USB コネクタ (J22) で終端され

ています。USB ケーブルを使用して AM62D オーディオ EVM をホストに接続すると、コンピュータは仮想 COM ポートを

確立でき、任意の端末エミュレーション アプリケーションで使用できます。FT4232HL デバイスはバス電源供給方式で

す。

この回路は USB BUS から電源供給されているため、EVM の電源が切り離されても COM ポートへの接続が失われるこ

とはありません。

表 2-12. UART ポート インターフェイス

UART ポート USB-to-UART ブリッジ USB コネクタ COM ポート

SoC_UART4

FT4232HL J22

COM1

CPLD_UART0 COM2

WKUP_UART0 COM3

MCU_UART0 COM4

FT4232 チップは、接続された外部 SPI EEPROM からの構成ファイルを使用して、「シングルチップ USB から 4 チャネ

ル UART」モードで動作するよう構成されています。EEPROM (93LC46B) は、1Mbit/s のクロック レートに対応していま

す。EEPROM は、FTDI の Web サイトから入手できる FT_PROG というユーティリティ プログラムを使用して、USB 経由

で回路内でプログラム可能です。FT_PROG は、1 つまたは複数の基板がコンピュータに接続されているときに、ユーザ

ーが基板のシリアル番号を使用して接続されている COM ポートを識別できるように、基板のシリアル番号をプログラムす

るためにも使用されます。
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図 2-8. UART インターフェイスのブロック図

2.6.5 USB インターフェイス

2.6.5.1 USB2.0 Type-A インターフェイス

Type-A コネクタ J23 からの USB2.0 データラインの DP と DM は、AM62D SoC の USB1 インターフェイスに接続され

ており、USB ハイスピード / フルスピード通信を実現しています。SoC への USB1_VBUS は、(5V～30V) の VBUS 動
作に対応する抵抗分圧回路を介して供給されます。SoC の USB1_DRVVBUS は、500mA 電流制限付きロード スイッ

チ (メーカー型番 TPS2051BD) のイネーブル ピンに接続されており、オンボードの 5V 電源で VBUS に電力を供給で

きるようになっています。このロード スイッチには過電流表示ピンがあり、EVM 上の I2C ベースの GPIO エクスパンダに

接続されています。

EMI/EMC 低減のため、USB データ ラインにコモン モード チョーク (メーカー型番 DLW21SZ900HQ2B) が配置されて

います。ESD 保護 IC (メーカー型番 TPD4S012DRYR) とともに、あらゆる過渡電圧を抑制します。
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図 2-9. USB2.0 Type-A インターフェイスのブロック図

2.6.5.2 USB 2.0 Type-C インターフェイス

AM62D オーディオ EVM では、USB Type-C コネクタ J25 (メーカー型番 2012670005) によって USB2.0 インターフェ

イスが提供され、最大 480Mbps のデータ レートに対応しています。J25 はデータ通信や、EVM への電源コネクタとして

使用することもできます。PD コントローラ TPS65988DHRSHR IC を使用して、DRP ポートとして構成されています。そ

のため、ホストとしてもデバイスとしても機能します。ポートの役割は、コネクタに接続されるデバイスのタイプと、そのデバイ
スがシンクまたはソースのどちらであるかによって決まります。ポートが DFP として機能している場合、500mA で最大 5V 
を供給できます。

J25 からの USB2.0 データ ラインの DP と DM には、チョークと ESD 保護デバイスがあります。SoC への USB0_VBUS 
は、(5V～30V) の VBUS 動作に対応する抵抗分圧回路を介して供給されます。

EMI/EMC 低減のため、USB データ ラインにコモン モード チョーク (メーカー型番 DLW21SZ900HQ2B) が用意されて

います。USB2.0 DP/DM 信号の ESD 衝撃 を放散させるため、ESD 保護デバイス (部品番号 ESD122DMXR) が搭載

されています。CC 信号には ESD 保護デバイス (部品番号 TPD1E01B04DPLT) が搭載されており、ESD 衝撃を放散さ

せるため、Type-C コネクタ J25 の VBUS レールには TVS2200DRVR IC が組み込まれています。
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図 2-10. USB2.0 Type-C インターフェイスのブロック図

2.6.6 MCAN インターフェイス

AM62D オーディオ EVM には、AM62D SoC の MCAN0 と MCU_MCAN0 インターフェイスに接続されているデュアル 

MCAN トランシーバ (メーカー型番 TCAN3413DR) が搭載されています。MCAN トランシーバには 2 つの電源入力が

あり、VIO はトランシーバの 1.8V システム レベル シフト電源電圧、VCC はトランシーバの 3.3V 電源電圧です。SoC 
CAN データ送信データ入力はトランシーバの TXD にマッピングされ、トランシーバの CAN 受信データ出力は SoC の 

RXD にマッピングされます。
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図 2-11. MCAN のブロック図

EMI 性能を向上させるために、本システムでは CANH 信号と CANL 信号には 120Ω の分割終端を施しています。分割

終端は、メッセージ送信の開始時と終了時のバス同相電圧の変動を排除することで、ネットワークの電磁放射の挙動を改
善します。

Low レベルと High レベルの CAN バス入出力ラインは、3 ピンのヘッダーで終端されています。

2.6.7 メモリ インターフェイス

2.6.7.1 LPDDR4 インターフェイス

AM62D オーディオ EVM には、最大 3733MT/s のデータ レートに対応する Micron のデュアルランク、デュアルダイ、

4GB、32 ビット幅 LPDDR4 メモリ (MT53E1G32D2FW-046 IT:C) が搭載されています。LPDDR4 メモリは最適な位置

に配置され、SoC の DDR0 グループに接続されて、ポイント ツー ポイント通信をサポートしています。

LPDDR4 メモリはコア電源に 1.8V が必要であるため、電力需要が抑えられます。I/O には、PMIC の 1.1V 電源出力か

ら電力が供給されます。デフォルトのアクティブ状態を設定するため、AM62D SoC によって制御される LPDDR4 リセット 

(アクティブ Low) はプルダウンされています。また、プルアップ抵抗の実装も可能です。
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図 2-12. LPDDR4 インターフェイスの ブロック図

2.6.7.2 オクタル シリアル ペリフェラル インターフェイス (OSPI)

AM62D オーディオ EVM 基板は、AM62D SoC の OSPI0 に接続された 512MB OSPI メモリ デバイス (Cypress 型番 

S28HS512TGABHM010) を搭載しています。OSPI は、最高 200MBps SDR および 400Mbps DDR (クロック速度 

200MHz) のシングル データ レートおよびダブル データ レートに対応しています。

OSPI および QSPI の実装：DATA[7:0]、DQS、INT#、CLK の各信号には 0Ω の抵抗が搭載されています。また、バスの

フローティング状態を防ぐため、DATA[7:0] には外付けプルアップ抵抗が配置されています。OSPI メモリのフットプリント

では、QSPI メモリまたは OSPI メモリのいずれかを取り付けることもできます。QSPI フラッシュを実装する場合は、

OSPI_DATA[4:7] ピンに配置された 0Ω の直列抵抗は取り外すことができます。

リセット：OSPI フラッシュのリセットは、AM62D SoC の RESETSTATz 信号と GPIO_OSPI_RSTn 信号を論理積する回

路に接続されています。デフォルトのアクティブ状態を設定するために、GPIO_OSPI_RSTn にはプルアップ抵抗が配置

されています。

電源：OSPI フラッシュメモリの VCC ピンと VCCQ ピンは両方とも、オンボードの 1.8V システム電源から供給されます。

OSPI I/O グループは、SoC の VDDSHV1 ドメインから電力を供給され、1.8V システム電源にも接続されています。
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図 2-13. OSPI のブロック図

2.6.7.3 MMC インターフェイス

AM62D SoC には、3 つの MMC ポート (MMC0、MMC1、MMC2) があります。MMC0 は eMMC に、MMC1 は 

microSD カード コネクタに、MMC2 は McASP1 インターフェイス用オーディオ拡張コネクタ 1 に接続されています。

2.6.7.3.1 MMC0 - eMMC インターフェイス

この EVM 基板には、AM62D SoC の MMC0 ポートに接続された 32GB eMMC フラッシュメモリ (Micron、型番 

MTFC32GBCAQTC) が搭載されています。

フラッシュ メモリからのデータ バスは、最大 200MHz の HS400 ダブル データ レートをサポートする MMC0 インターフェ

イスの 8 ビットに接続されています。Micron の eMMC は、マルチメディア カード (MMC) インターフェイスと NAND フラ

ッシュ コンポーネントを搭載している通信および大容量データ ストレージ デバイスです。DAT[7:1] にはバスのフローティ

ング状態を防ぐため、外付けプルアップ抵抗を取り付けるオプションがあり、CLK 信号には PCB の特性インピーダンスに

合わせるため、SoC パッドの近くに直列抵抗が配置されています。

eMMC デバイスには、NAND メモリ用の 3.3V、eMMC インターフェイス用の 1.8V の 2 つの電源が必要です。SoC の 

MMC0 インターフェイス I/O は、1.8V I/O 電源に接続された VDDSHV4 電源ドメインから電力が供給されます。

eMMC デバイスには、ホストからのアクティブ Low リセットが必要です。デフォルトでは、RST_n 信号はデバイスで一時

的に無効になっています。ホストがこの機能を使用するには、ホストは ECSD レジスタ バイト 162、ビット[1:0] を 0x1 に設

定して有効にする必要があります。外部リセットは、SoC の RESETSTATz と I/O エクスパンダの GPIO を論理積すること

で生成されます。デフォルトのアクティブ状態を設定するため、GPIO ピンにプルアップが提供されています。
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図 2-14. eMMC インターフェイスのブロック図

2.6.7.3.2 MMC1 - microSD インターフェイス

この EVM 基板では、microSD カード ソケット (メーカー型番 MEM2052-00-195-00-A) が AM62D SoC の MMC1 ポ
ートに接続されています。これにより、1.8V と 3.3V の両方での I/O 動作を含む UHS1 動作がサポートされます。

microSD カード インターフェイスは、デフォルトで SD モードで動作するように設定されています。高速カードの場合、

SOC の ROM コードはカードとコントローラがサポートできる最速の速度を検出しようと試み、その後で SoC からの 

VSEL_SD_SoC 信号を通して 1.8V への移行を試みます。

microSD カード コネクタの電源は、ロード スイッチ (メーカー型番 TPS22918DBVR) を使用して供給され、

RESETSTATz、PORz_OUT、I/O エクスパンダの GPIO 出力の論理積によって制御されます。

データ信号、クロック信号、コマンド信号用に、ESD 保護デバイス (部品番号 TPD6E001RSE) が搭載されています。

TPD6E001RSE は TVS ダイオードを内蔵したライン終端デバイスで、IEC 61000-4-2 に準拠したシステム レベルの 

ESD 保護、±8kV の接触放電、±15kV のエアギャップ放電を提供します。
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図 2-15. microSD インターフェイスのブロック図

2.6.7.4 基板 ID EEPROM

AM62D オーディオ EVM 基板は、オンボード EEPROM に保存されているバージョンとシリアル番号のデータからリモー

トで識別可能です。

Microchip の基板 ID メモリ AT24C512C-MAHM-T は、SoC の I2C0 ポートに接続されており、ヘッダー記述でプログラ

ムされたアドレス 0x54 に応答するように構成されています。EEPROM の I2C アドレスは、A2 ピンを High に駆動し、A1 
ピン、A0 ピンを Low に駆動することで変更できます。メモリの 最初の 259 バイトは、各基板の識別情報であらかじめプロ

グラムされています。残りの 65277 バイトは、データまたはコードの保存用にユーザーが使用できます。
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図 2-16. 基板 ID EEPROM インターフェイスのブロック図

2.6.8 イーサネット インターフェイス

AM62D EVM には、外部通信向けに、1 ギガビット速度のイーサネット ポートが 2 つあります。AM62D SoC の RGMII 
ギガビット イーサネット CPSW ポートの 2 つのチャネルは、個別のイーサネット拡張コネクタ (メーカー型番 

DF40C-50DP-0.4V) に接続されています。

この拡張コネクタは、産業用イーサネット ドーター カードまたは車載用イーサネットドーター カードのいずれにも柔軟なイ

ンターフェイスを提供します。産業用 PHY の MDI ラインは RJ45 ジャックに終端され、車載用 PHY の MDI ラインは車

載用 グレードの MATEnet™ コネクタに終端されています。

CPSW_RGMII1 ポートと CPSW_RGMII2 ポートは、外部 PHY トランシーバと通信するために、共通の MDIO バスを使

用しています。
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図 2-17. イーサネット インターフェイスのブロック図

2.6.9 CPSW イーサネット 1 および CPSW イーサネット 2

AM62D SoC の CPSW_RGMII1 ポートと CPSW_RGMII2 ポートは、拡張コネクタ (メーカー型番 DF40C-50DP-0.4V) 
で終端されています。これにより、産業用グレードのイーサネット ドーター カードまたは車載用グレードのイーサネット ドー

ター カードを簡単にプラグインすることができます。各詳細は、それぞれのカードの設計資料に記載されています。

表 2-13 に、イーサネット拡張コネクタのピン配置を示します。
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表 2-13. CPSW イーサネット 1 および CPSW イーサネット 2 の拡張コネクタのピン配置

ピン番号 信号 I/O 方向 ピン番号 信号 I/O 方向

1 DGND 電源 25 CPSW_RGMII_RD1 出力

2 EXT_VMON 電源 26 RGMII_INH 出力

3 CPSW_RGMII_TXC 入力 27 CPSW_RGMII_RD2 出力

4 VDD_2V5 電源 28 CPSW_RGMII_ETH_CLK 入力

5 DGND 電源 29 CPSW_RGMII_RD3 出力

6 VDD_2V5 電源 30 CPLD_CPSW_RGMII_CRS 出力

7 CPSW_RGMII_TD0 入力 31 DGND 電源

8 DGND 電源 32 DGND 電源

9 CPSW_RGMII_TD1 入力 33 DGND 電源

10 CPSW_RGMII_INTn 出力 34 DGND 電源

11 CPSW_RGMII_TD2 入力 35 CPSW_RGMII_TX_EN 入力

12 RGMII_RSTn 入力 36 CPSW_RGMII_BRD_CONN_DET 出力

13 CPSW_RGMII_TD3 入力 37 I2C_ADDR0_A2 入力

14 CPLD_CPSW_RGMII_COL 出力 38 SYNC1_OUT_ETH1 電源

15 DGND 電源 39 RGMII_RX_ER 出力

16 DGND 電源 40 SoC_I2C0_SCL 入力

17 DGND 電源 41 DGND 電源

18 DGND 電源 42 SoC_I2C0_SDA BIDIRECTIONAL

19 CPSW_RGMII_RXC 出力 43 RGMII_RX_LINK 出力

20 SoC_RGMII_MDC 入力 44 VCC_3V3_SYS 電源

21 DGND 電源 45 CPSW_RGMII_RX_DV 出力

22 SoC_RGMII_MDIO BIDIRECTIONAL 46 VCC_3V3_SYS 電源

23 CPSW_RGMII_RD0 出力 47 I2C_ADDR0_A0 入力

24 DGND 電源 48 CPLD_CPSW_RGMII_BCLK 出力

2.6.10 GPIO ポート エクスパンダ

表 2-14. I/O エクスパンダの信号詳細

I/O エクスパンダ - 01

ピン番号 信号 方向 目的

P00 GPIO_CPSW2_RST 出力 CPSW イーサネット PHY-2 リセット制御 GPIO

P01 GPIO_CPSW1_RST 出力 CPSW イーサネット PHY-1 リセット制御 GPIO

P02 NC -

P03 MMC1_SD_EN 出力 SD カード ロード スイッチの有効化

P04 VPP_EN 出力 SOC eFuse 電圧 (VPP = 1.8V) レギュレータの有効化

P05 GPIO_DIX_RST 出力 DIX4192 リセット制御 GPIO

P06 IO_EXP_OPT_EN 出力 光バッファの有効化

P07 DIX_INT 入力 DIX4192 割り込み信号

P10 GPIO_eMMC_RSTn 出力 eMMC リセット制御 GPIO

P11 CPLD2_DONE 入力 CPLD2 プログラミング表示

P12 CPLD2_INTN 入力 CPLD 2 割り込み信号

P13 CPLD1_DONE 入力 CPLD1 プログラミング表示

P14 CPLD1_INTN 入力 CPLD 1 割り込み信号

P15 USB_TYPEA_OC_INDICATI
ON

入力 タイプ A 過電流表示

P16 PCM1_INT 入力 PCM6240 オーディオ デバイス 1 割り込み信号
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表 2-14. I/O エクスパンダの信号詳細 (続き)
I/O エクスパンダ - 01

ピン番号 信号 方向 目的

P17 PCM2_INT 入力 PCM6240 オーディオ デバイス 2 割り込み信号

P20 GPIO_PCM1_RST 出力 PCM6240 オーディオ デバイス 1 リセット制御 GPIO

P21 TEST_GPIO2 入力 割り込みスイッチからの TEST GPIO2

P22 GPIO_PCM2_RST 出力 PCM6240 オーディオ デバイス 2 リセット制御 GPIO

P23 NC -

P24 IO_MCAN0_STB 出力 MCAN 0 STB 制御

P25 IO_MCAN1_STB 出力 MCAN 1 STB 制御

P26 PD_I2C_IRQ 入力 PD コントローラからの割り込み要求

P27 IO_EXP_TEST_LED 出力 ユーザー テスト _LED _有効化

ピン番号 信号 方向 デバイス

P00 PCM6240_BUF_IO_EN 出力 PCM6240 バッファの有効化

P01

P02 CPLD1_JTAGENB 出力 CPLD 1 JTAG の有効化

P03 CPLD1_PROGRAMN 出力 CPLD 1 プログラムの有効化

P04 CPLD2_JTAGENB 出力 CPLD 2 JTAG の有効化

P05 CPLD2_PROGRAMN 出力 CPLD 2 プログラムの有効化

P06 NC

P07 NC

P10 CPLD1 TCK 出力

CPLD1_JTAG
P11 CPLD1 TMS 出力

P12 CPLD1 TDI 出力

P13 CPLD1 TDO 入力

P14 CPLD2 TCK 出力

CPLD2_JTAG
P15 CPLD2 TMS 出力

P16 CPLD2 TDI 出力

P17 CPLD2 TDO 入力

2.6.11 GPIO へのマッピング

表 2-15 に、AM62D オーディオ EVM ペリフェラルを搭載した AM62D ローパワー SoC の GPIO へのマッピングの詳細

を示します。

表 2-15. AM62D ローパワー SK EVM ペリフェラルを搭載した AM62D ローパワー SoC のマッピング
シリアル

番号
GPIO 名称 GPIO ネット名 機能 使用 GPIO パッケージ信号名 制御の方向 デフォ

ルト状
態

アクティ
ブ状態

SoC 側の電圧ド

メイン

SKEVM に接続さ

れている電圧レー
ル

1 オーディオ拡張コネクタ 1 EXP1_GPIO0_1 GPIO GPIO0_1 OSPI0_LBCLKO 該当なし 該当な
し

該当な
し

VDDSHV1 SoC_DVDD1V8

2 OSPI 割り込み GPIO_OSPI_RS
Tn

リセット GPIO0_12 OSPI0_CSN1 入力 High Low VDDSHV1 SoC_DVDD1V8

3 オーディオ拡張コネクタ 1 EXP1_GPIO0_1
3

GPIO GPIO0_13 OSPI0_CSN2 該当なし 該当な
し

該当な
し

VDDSHV1 SoC_DVDD1V8

4 オーディオ拡張コネクタ 1 EXP1_GPIO0_1
4

GPIO GPIO0_14 OSPI0_CSN3 該当なし 該当な
し

該当な
し

VDDSHV1 SoC_DVDD1V8

5 オーディオ拡張コネクタ 1 EXP1_GPIO0_3
1

GPIO GPIO0_31 GPMC0_CLK 該当なし 該当な
し

該当な
し

VDDSHV1 SoC_DVDD1V8

6 オーディオ拡張コネクタ 1 EXP1_GPIO0_3
2

GPIO GPIO0_32 GPMC0_ADVN_
ALE

該当なし 該当な
し

該当な
し

VDDSHV3 SoC_DVDD1V8

7 MCASP ヘッダー EXP1_GPIO0_3
3

GPIO GPIO0_33 GPMC0_OEN_R
EN

該当なし 該当な
し

該当な
し

VDDSHV3 SoC_DVDD1V8

8 オーディオ拡張コネクタ 1

9 MCASP ヘッダー EXP1_GPIO0_3
4

GPIO GPIO0_34 GPMC0_WEN 該当なし 該当な
し

該当な
し

VDDSHV3 SoC_DVDD1V8

10 オーディオ拡張コネクタ 1
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表 2-15. AM62D ローパワー SK EVM ペリフェラルを搭載した AM62D ローパワー SoC のマッピング (続き)
シリアル

番号
GPIO 名称 GPIO ネット名 機能 使用 GPIO パッケージ信号名 制御の方向 デフォ

ルト状
態

アクティ
ブ状態

SoC 側の電圧ド

メイン

SKEVM に接続さ

れている電圧レー
ル

11 オーディオ拡張コネクタ 1 EXP1_GPIO0_3
5

GPIO GPIO0_35 GPMC0_BEON_
CLE

該当なし 該当な
し

該当な
し

VDDSHV3 SoC_DVDD1V8

12 オーディオ拡張コネクタ 1 EXP1_GPIO0_3
7

GPIO GPIO0_37 GPMC0_WAIT0 該当なし 該当な
し

該当な
し

VDDSHV3 SoC_DVDD1V8

13 オーディオ拡張コネクタ 2 EXP1_GPIO0_4
5

GPIO GPIO0_45 VOUT0_DATA0 該当なし 該当な
し

該当な
し

VDDSHV3 SoC_DVDD1V8

14 オーディオ拡張コネクタ 2 EXP1_GPIO0_4
6

GPIO GPIO0_46 VOUT0_DATA1 該当なし 該当な
し

該当な
し

VDDSHV3 SoC_DVDD1V8

15 オーディオ拡張コネクタ 2 EXP1_GPIO0_4
7

GPIO GPIO0_47 VOUT0_DATA2 該当なし 該当な
し

該当な
し

VDDSHV3 SoC_DVDD1V8

16 オーディオ拡張コネクタ 2 EXP1_GPIO0_4
8

GPIO GPIO0_48 VOUT0_DATA3 該当なし 該当な
し

該当な
し

VDDSHV3 SoC_DVDD1V8

17 オーディオ拡張コネクタ 2 EXP1_GPIO0_5
5

GPIO GPIO0_55 VOUT0_DATA10 該当なし 該当な
し

該当な
し

VDDSHV3 SoC_DVDD1V8

18 オーディオ拡張コネクタ 2 EXP1_GPIO0_5
6

GPIO GPIO0_56 VOUT0_DATA11 該当なし 該当な
し

該当な
し

VDDSHV3 SoC_DVDD1V8

19 オーディオ拡張コネクタ 2 EXP1_GPIO0_5
7

GPIO GPIO0_57 VOUT0_DATA12 該当なし 該当な
し

該当な
し

VDDSHV3 SoC_DVDD1V8

20 オーディオ拡張コネクタ 2 EXP1_GPIO0_5
8

GPIO GPIO0_58 VOUT0_DATA13 該当なし 該当な
し

該当な
し

VDDSHV3 SoC_DVDD1V8

21 ユーザー テスト LED 制御

信号

SOC_GPIO1_49 イネーブル GPIO0_49 MMC1_SDWP 入力 Low High VDDSHV5 SoC_DVDD1V8

22 SD カード I/O 電圧の選択 VSEL_SD_SOC 選択 GPIO0_59 VOUT0_DATA14 出力 該当な
し

該当な
し

VDDSHV2 SoC_DVDD3V3

23 ロー パワー モード イネーブ

ル

PMIC_LPM_EN
0

イネーブル MCU_GPIO0_22 PMIC_LPM_EN
0

出力 High Low VDDSHV_CANU
ART

CAN_IO_3V3

24 PMIC 割り込み PMIC_INTn 割り込み GPIO1_31 EXTINTn 入力 High Low VDDSHV0 SoC_DVDD3V3

25 MCU 割り込み MCU_INTn 割り込み MCU_GPIO0_23 WKUP_CLKOU
T0

入力 High Low WKUP_MCU SoC_DVDD3V3

IO エクスパンダ - 01

1 GPIO_CPSW2_RST RGMII2_RST イネーブル IO EXPANDER-
P00

出力 High Low VCC_3V3_SYS

2 GPIO_CPSW1_RST RGMII1_RST イネーブル IO EXPANDER-
P01

出力 High Low VCC_3V3_SYS

3 PCM/EXP2_SEL PCM/
EXP2_FET_SEL

方向制御 IO EXPANDER-
P02

出力 High - VCC_3V3_SYS

4 MMC1_SD_EN MMC1_SD_EN イネーブル IO EXPANDER-
P03

出力 High High VCC_3V3_SYS

5 VPP_EN VPP_EN イネーブル IO EXPANDER-
P04

出力 該当な
し

High VCC_3V3_SYS

6 GPIO_DIX_RST DIX4192_RST イネーブル IO EXPANDER-
P05

出力 High Low VCC_3V3_SYS

7 IO_EXP_OPT_EN OPT_BUF_EN イネーブル IO EXPANDER-
P06

出力 High Low VCC_3V3_SYS

8 DIX_INT DIX4192_INT 割り込み IO EXPANDER-
P07

入力 High Low VCC_3V3_SYS

9 GPIO_eMMC_RSTn eMMC_RST イネーブル IO EXPANDER-
P10

出力 High Low VCC_3V3_SYS

10 CPLD2_DONE CPLD2_DONE イネーブル IO EXPANDER-
P11

入力 High Low VCC_3V3_SYS

11 CPLD2_INTN CPLD2_INT 割り込み IO EXPANDER-
P12

入力 High Low VCC_3V3_SYS

12 CPLD1_DONE CPLD1_DONE イネーブル IO EXPANDER-
P13

入力 High Low VCC_3V3_SYS

13 CPLD1_INTN CPLD1_INT 割り込み IO EXPANDER-
P14

入力 High Low VCC_3V3_SYS

14 USB Type-A 過電流インジ

ケータ

USB_TYPEA_O
C_INDICATION

割り込み IO EXPANDER-
P14

入力 High Low VCC_3V3_SYS

15 PCM1_INT PCM6240_INT 割り込み IO EXPANDER-
P16

入力 該当な
し

該当な
し

VCC_3V3_SYS

16 PCM2_INT PCM6240_INT 割り込み IO EXPANDER-
P17

入力 High Low VCC_3V3_SYS

17 GPIO_PCM1_RST HDMI_INTn 割り込み IO EXPANDER-
P20

入力 High Low VCC_3V3_SYS

18 テスト オートメーション コネ

クタからの GPIO2 のテスト

TEST_GPIO2 GPIO IO EXPANDER-
P21

該当なし High 該当な
し

VCC_3V3_SYS
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表 2-15. AM62D ローパワー SK EVM ペリフェラルを搭載した AM62D ローパワー SoC のマッピング (続き)
シリアル

番号
GPIO 名称 GPIO ネット名 機能 使用 GPIO パッケージ信号名 制御の方向 デフォ

ルト状
態

アクティ
ブ状態

SoC 側の電圧ド

メイン

SKEVM に接続さ

れている電圧レー
ル

19 GPIO_PCM2_RST PCM6240_RST イネーブル IO EXPANDER-
P22

出力 High Low VCC_3V3_SYS

20 CPLD/EXP2_SEL CPLD/
EXP2_FET_SEL

方向制御 IO EXPANDER-
P23

出力 High - VCC_3V3_SYS

21 IO_MCAN0_STB MCAN_STB イネーブル IO EXPANDER-
P24

出力 High Low VCC_3V3_SYS

22 IO_MCAN1_STB MCAN_STB イネーブル IO EXPANDER-
P25

出力 High Low VCC_3V3_SYS

23 パワー デリバリ I2C 割り込

み要求

PD_I2C_IRQ イネーブル IO EXPANDER-
P26

出力 High Low VCC_3V3_SYS

24 ユーザー テスト LED 2 IO_EXP_TEST_
LED

GPIO IO EXPANDER-
P27

出力 Low High VCC_3V3_SYS

IO エクスパンダ - 02

1 PCM6240_BUF_IO_EN PCM6240_Buffe
r_EN

イネーブル IO EXPANDER-
P00

出力 High - VCC_3V3_SYS

2 NC NC NC IO EXPANDER-
P01

NC NC NC

3 CPLD1_JTAGENB CPLD1_JTAGE
NB

イネーブル IO EXPANDER-
P02

出力 Low - VCC_3V3_SYS

4 CPLD1_PROGRAMN CPLD1_PROGR
AMN

割り込み IO EXPANDER-
P03

出力 High - VCC_3V3_SYS

5 CPLD2_JTAGENB CPLD2_JTAGE
NB

イネーブル IO EXPANDER-
P04

出力 Low - VCC_3V3_SYS

6 CPLD2_PROGRAMN CPLD2_PROGR
AMN

割り込み IO EXPANDER-
P05

出力 High - VCC_3V3_SYS

7 NC NC NC IO EXPANDER-
P06

NC NC NC

8 NC NC NC IO EXPANDER-
P07

NC NC NC

9 CPLD1_TCK CPLD1_TCK CPLD1_JTAG IO EXPANDER-
P10

出力 該当な
し

- VCC_3V3_SYS

10 CPLD1_TMS CPLD1_TMS CPLD1_JTAG IO EXPANDER-
P11

出力 High - VCC_3V3_SYS

11 CPLD1_TDI CPLD1_TDI CPLD1_JTAG IO EXPANDER-
P12

出力 該当な
し

- VCC_3V3_SYS

12 CPLD1_TDO CPLD1_TDO CPLD1_JTAG IO EXPANDER-
P13

入力 該当な
し

- VCC_3V3_SYS

13 CPLD2_TCK CPLD2_TCK CPLD2_JTAG IO EXPANDER-
P14

出力 該当な
し

- VCC_3V3_SYS

14 CPLD2_TMS CPLD2_TMS CPLD2_JTAG IO EXPANDER-
P14

出力 High - VCC_3V3_SYS

15 CPLD2_TDI CPLD2_TDI CPLD2_JTAG IO EXPANDER-
P16

出力 該当な
し

- VCC_3V3_SYS

16 CPLD2_TDO CPLD2_TDO CPLD2_JTAG IO EXPANDER-
P17

入力 該当な
し

- VCC_3V3_SYS

2.7 電源

2.7.1 電源入力

Type-C コネクタ (VBUS ラインと CC ライン) はどちらも、デュアル PD コントローラ (メーカー型番 TPS65988) に接続さ

れています。TPS65988 は、スタンドアロンの USB Type-C およびパワー デリバリ (PD) コントローラであり、2 つの USB 
Type-C コネクタのケーブルのプラグと向きを検出します。ケーブルを検出すると、TPS65988 は USB PD プロトコルを使

用して CC ワイヤで通信を行います。ケーブルの検出と USB PD ネゴシエーションが完了すると、TPS65988 は適切な

電力パスを有効にします。TPS65988 の 2 つの内部電力パスは、2 つの Type-C ポートのシンク パスとして構成され、

DFP として動作する場合には Type-C CONN 2 から 5V を供給するための外部 FET パスが提供されています。外部 

FET パスは、PD コントローラの GPIO17/PP_EXT2 によって制御され、AM62D SoC の USB0 DRVVBUS の使用も可

能にする抵抗オプションも備えています。TPS65988 PD コントローラは、CC ネゴシエーションにより、3A (最大 15V) の
出力を供給できます。両方の Type-C コネクタからの VBUS ピンは、PD コントローラの VBUS ピンに接続されています。

電力が ≧ 15W の場合、PD の GPIO1 と GPIO2 の出力がネゴシエーションに使用されます。このロジックにより、VMAIN 
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電源用のロード スイッチ TPS22810 が有効になります。この VMAIN は、オンボードの昇降圧レギュレータと降圧レギュ

レータに供給され、EVM 基板用の 5V と 3.3V の固定電源を生成します。

図 2-18. 電源入力のブロック図

2.7.2 電源

AM62D オーディオ EVM は、DC/DC コンバータのアレイを使用して、ボード上のさまざまなメモリ、クロック、SoC、その他

のコンポーネントに必要な電圧と電力を供給します。

図 2-19 に、電源レールの生成に使用される各種のディスクリート レギュレータ、PMIC、LDO と、AM62D オーディオ 

EVM 基板上の各ペリフェラルの消費電流を示します。
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図 2-19. 電力アーキテクチャ

以下のセクションでは、EVM ボード、サポート コンポーネント、リファレンス電圧に電力を供給する電源分配ネットワークの

トポロジについて説明します。

AM62D オーディオ EVM 基板には、ディスクリート電源コンポーネントに基づく電源ソリューションが搭載されています。

電源供給の初期段は、2 つの USB Type-C コネクタ J24 と J25 のいずれかからの VBUS 電圧になります。システムに

必要な電力のネゴシエーションには、USB Type-C デュアル PD コントローラ (メーカー型番 TPS65988DHRSHR) が使

用されます。電力が ≧ 15W の場合、PD の GPIO1 と GPIO2 はネゴシエーションに使用されます。このロジックにより、

VMAIN 電源のロード スイッチが有効になります。

昇降圧コントローラ TPS630702RNMR と降圧コンバータ LM5141-Q1 は、それぞれ 5V と 3.3V の生成に使用され、レ

ギュレータへの入力は PD 出力です。これらの 3.3V と 5V は、AM62D オーディオ EVM 基板の電源リソースの主要な電

圧です。降圧レギュレータ LM5141-Q1 から生成された 3.3V 電源は、PMIC、各種 SoC レギュレータ、LDO への入力
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電源です。昇降圧レギュレータ TPS630702RNMR から生成された 5V 電源は、オンボードのペリフェラルの電源に使用

されます。基板上で使用されるディスクリート レギュレータと LDO は次のとおりです。

• TPS62824DMQR – PHY および DDR ペリフェラル用に VDD_2V5 レールを生成

• PTPS6522430RAHRQ1 (PMIC) – 各種 SoC およびペリフェラルの電源を生成

• TLV75801PDBVT LDO – SoC の VDD_CANUART 電源

• TPS7A2118PQWDRBRQ1 – SoC 用の VPP_1V8 を生成

• TPS79601 LDO - XDS110 オンボード エミュレータ

• TPS73533 LDO - FT4232 USB-to-UART ブリッジ

2.7.3 電源シーケンス

図 2-20 に、AM62D SoC 電源のパワーアップおよびパワーダウンのシーケンスを示します。

図 2-20. 電源シーケンス

2.7.4 AM62D SOC 電源

AM62D SoC のコア電圧は、PMIC 構成と電力最適化要件に基づいて、0.75V または 0.85V に設定できます。デフォル

トでは、PMIC は VDD_CORE に 0.75V を供給するよう設定されていますが、PMIC 構成レジスタを変更することで 

0.85V に変更できます。電流モニタは、SoC 電源レールのすべてに搭載されています。

SoC には異なる I/O グループがあります。各 I/O グループには、表 2-16 に示すように、特定の電源から電力が供給され

ます。

表 2-16. SoC 電源

シリアル番号 電源 SoC 電源レール I/O 電源グループ 電圧

1 VDD_CORE

VDDA_CORE_USB USB

0.75/0.85
VDDA_CORE_CSI CSI

VDD_CANUART CANUART

VDD_CORE CORE

2 VDDR_CORE VDDR_CORE CORE 0.75
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表 2-16. SoC 電源 (続き)
シリアル番号 電源 SoC 電源レール I/O 電源グループ 電圧

3 VDDA_1V8

VDDA_1V8_CSIRX CSI

1.8

VDDA_1V8_USB USB

VDDA_1V8_MCU MCU GENERAL

VDDA_1V8_OSCO OSCO

VDDA_PLL[0:4]

4 VDD_LPDDR4
VDDS_DDR

DDR0 1.1
VDDS_DDR_C

5 CAN_IO_3V3 VDDSHV_CANUART CANUART 3.3

6 VPP_1V8 VPP_1V8 1.8

7 SoC_VDDSHV5_SDIO VDDSHV5 MMC1 3.3/1.8

8 SOC_DVDD1V8

VDDSHV1 OSPI

1.8
VDDSHV4 MMC0

VDDSHV6 MMC2

VMON_1P8_SOC

9 SOC_DVDD3V3

VDDSHV0 一般
1.8

VDDSHV3 GPMC

VDDSHV2 RGMII

3.3
VDDSHV_MCU MCU GENERAL

VMON_3P3_SOC

VDDA_3P3_USB USB

2.7.5 電流監視

INA228 電流監視デバイスは、AM62D プロセッサの各種電源レールの電流と電圧を監視するために使用されます。

INA228 は、I2C インターフェイス (SOC_I2C0) で AM62D と接続されています。負荷電流測定用に、4 端子の高精度シ

ャント抵抗が実装されています。

表 2-17. INA I2C デバイス アドレス

ソース 電源ネット デバイス アドレス 電源レールに接続されているシャン
トの値

VCC_CORE VDD_CORE 0x40 1mΩ± 1%

VCC_0V85 VDDR_CORE 0x41 10mΩ± 1%

VCC_3V3_SYS SoC_DVDD3V3 0x4C 10mΩ± 1%

VCC1V8_SYS SoC_DVDD1V8 0x45 10mΩ± 1%

VDDA1V8 VDDA_1V8 0x4D 10mΩ± 1%

VCC1V1 VDD_LPDDR4 E1 リビジョン：0x47
E2 リビジョン：0x44

1mΩ± 1%

2.8 クロック供給

AM62D オーディオ EVM のクロック アーキテクチャを、図 2-21 に示します。
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図 2-21. クロック アーキテクチャ

クロック ジェネレータ (部品番号 LMK1C1103PWR) は、SoC と 2 つのイーサネット PHY に 25MHz クロックを供給する

ために使用されます。LMK1C1103PWR は 1：3 の LVCMOS クロック バッファで、25MHz 水晶振動子 / LVCMOS リフ

ァレンス入力を取り込み、4 つの 25MHz LVCMOS クロック出力を提供します。クロック バッファのソースは、SoC からの 

CLKOUT0 ピンまたは 25MHz 発振器のいずれかであり、抵抗セットを使用して選択します。デフォルトでは、AM62D オ
ーディオ EVM のクロック バッファへの入力として発振器が使用されます。クロック バッファの出力 Y1 と Y2 は、2 つのギ

ガビット イーサネット PHY のリファレンス クロック入力として使用されます。

AM62D SoC には、その WKUP ドメインにクロックを供給するために、1 つの外部水晶振動子 (32.768kHz) が取り付け

られています。
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図 2-22. SOC WKUP ドメイン クロック

2.8.1 ペリフェラル リファレンス クロック

XDS110、FT4232、CDCE クロック ジェネレータ、SI5351B-B-GM などのペリフェラルに必要なクロック入力は、個別の

水晶振動子または発振器を使用してローカルで生成されます。EVM ペリフェラルにリファレンス クロックを提供するため

に使用される水晶振動子または発振器を、表 2-18 に示します 。

表 2-18. クロック表

ペリフェラル メーカー型番 概要 周波数

XDS110 エミュレータ (Y5) XRCGB16M000FXN01R0 CRY 16.000MHz 8pF SMD 16.000MHz

FT4232 ブリッジ (Y6) 445I23D12M00000 CRY12.000MHz 18pF SMD 12.000MHz

CDCE クロック ジェネレータ (Y1) ABMM-24.576MHZ-B2-T CRY 24.576MHz 18pF SMD 24.576MHz

SI5351B-B-GM (Y2) ABM8-27.000MHZ-10-1-U-T CRY 27.000MHz SMD 27MHz

2.9 リセット

AM62D オーディオ EVM のリセット アーキテクチャを、図 2-23 に示します。SoC には次のリセット機能があります。

• RESETSTATz は、MAIN ドメインのウォーム リセット ステータス出力です。

• PORz_OUT は、MAIN ドメインのパワーオン リセット ステータス出力です。

• RESET_REQz は、MAIN ドメインのウォーム リセット入力です。

• MCU_PORz は、MCU ドメインのパワーオン / コールド リセット入力です。

• MCU_RESETSTATz は、MCU ドメインのウォーム リセット ステータス出力です。

パワーオン リセット時に、MAIN ドメインに接続されているすべてのペリフェラル デバイスは RESETSTATz によってリセッ

トされます。
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図 2-23. リセットの ブロック図

2.10 CPLD へのマッピング

AM62D オーディオ EVM は、低周波オーディオ クロック (< 30MHz) のマルチプレクサ / デマルチプレクサ用に 2 つの 

CPLD (メーカー型番 LCMXO2-640HC-1SG32I) をサポートしています。これらの CPLD は、SoC からオンボードのオ

ーディオ ペリフェラル デバイスに送信されるオーディオ信号用に、バッファ ロジックでプログラムされています。

CPLD では、コア (VCC) と VCCIO0 に 3.3V、その他の I/O (VCCIO1、VCCIO2、VCCIO3) に 1.8V を必要とします。

JTAG プログラミング用に、2 つの 1x6 HDR (メーカー型番 61300611121) が搭載されています。
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図 2-24. CPLD1 のブロック図
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図 2-25. CPLD2 のブロック図

現在の AM62D オーディオ EVM には、以下のような CPLD マッピングが構成されています。

CPLD1 構成 E1
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CPLD1 構成 E1

図 2-26. CPLD1 ピン マッピング

CPLD2 構成 E1
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CPLD2 構成 E1

図 2-27. CPLD2 ピン マッピング

2.11 オーディオ拡張コネクタ (ヘッダー)
AM62D オーディオ EVM には 2 つのオーディオ拡張コネクタがあり、各コネクタは 80 ピンで構成されています。

2.11.1 オーディオ拡張コネクタ 1

AM62D オーディオ EVM は、2 つのシールド付きオーディオ拡張コネクタ (メーカー型番 QSE-040-01-L-D-A) で構成さ

れています。これら 2 つの対称コネクタは、EVM の左右の指定された位置に一定の間隔で配置されています。
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オーディオ拡張コネクタ 1 には、次のインターフェイスと IO が含まれています。

• 1 × SPI：1 CS 付き SPI0
• 1x I2C：SoC_I2C2
• 1 × UART：UART5
• 2x PWM：EHRPWM0_A、EHRPWM1_B
• 1 × CLK：CLKOUT0
• 2 x Timer_IO
• 1 × CLK：CPLD からの CLK_IN
• 2 × ドーターカードのリファレンス タイムスタンプ信号

• 2 x McASP：McASP0 と McASP 1
• 10x GPI0：MAIN ドメインからの GPIO
• 5V および 1.8V 電源 (電流制限：150mA と 250mA)

オーディオ拡張コネクタ 1 に接続される信号を、表 2-19 に示します。

表 2-19. オーディオ拡張コネクタ 1 のピン配置

ピン SOC ボール ネット名

1 F18 PORz_OUT_1V8

2 - VCC_5V0

3 C11 MCU_TIMER_IO1_1V8

4 - VCC_5V0

5 D7 MCU_TIMER_IO2_1V8

6 - VCC_5V0

7 - GND

8 - GND

9 - EXP1_TIMESTAMP0_IN

10 - VCC1V8_SYS

11 - EXP1_TIMESTAMP1_IN

12 - VCC1V8_SYS

13 - NC

14 - NC

15 - GND

16 - GND

17 B13 MCU_SPI0_CLK_1V8

18 M22 EXP1_I2C2_SCL

19 A15 MCU_SPI0_D0_1V8

20 M20 EXP1_I2C2_SDA

21 B12 MCU_SPI0_D1_1V8

22 - GND

23 E11 MCU_SPI0_CS0_1V8

24 K22 EXP1_GPIO0_1

25 - GND

26 - GND

27 E20 EXP1_McASP1_AXR0

28 F20 EXP1_McASP1_AXR2

29 F21 EXP1_McASP1_AXR1

30 G21 EXP1_McASP1_AXR3

31 - GND

32 K20 EXP1_GPIO0_13

33 CPLD EXP1_CLK_IN
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表 2-19. オーディオ拡張コネクタ 1 のピン配置 (続き)
ピン SOC ボール ネット名

34 G20 EXP1_GPIO0_14

35 - GND

36 - GND

37 F22 EXP1_McASP1_ACLKX

38 N22 EXP1_GPIO0_31

39 E21 CPLD_McASP1_AFSX

40 L18 EXP1_GPIO0_32

41 G22 CPLD_McASP1_AFSR

42 L17 EXP1_GPIO0_33

43 H22 EXP1_McASP1_ACLKR

44 K19 EXP1_GPIO0_34

45 - GND

46 - GND

47 - EXP1_CLK_OUT

48 - NC

49 - GND

50 - GND

51 R18 EXP1_GPIO0_37

52 L19 EXP1_GPIO0_35

53 R17 EXP1_GPIO0_38

54 - NC

55 - NC

56 - NC

57 - GND

58 - GND

59 - NC

60 V21 UART5_TXD

61 - NC

62 V22 UART5_RXD

63 - NC

64 - NC

65 - GND

66 - GND

67 - CPLD/EXP1_McASP0_AXR0

68 - NC

69 B18 EXP1_McASP0_AXR1

70 - NC

71 B19 EXP1_McASP0_AXR2

72 - NC

73 C19 EXP1_McASP0_AXR3

74 - NC

75 - GND

76 - GND

77 A19 EXP1_McASP0_ACLKX

78 A21 CPLD/EXP1_McASP0_ACLKR

79 A20 CPLD/EXP1_McASP0_AFSX

www.ti.com/ja-jp ハードウェア

JAJU969 – DECEMBER 2024
資料に関するフィードバック (ご意見やお問い合わせ) を送信

45

English Document: SPRUJG2
Copyright © 2025 Texas Instruments Incorporated

https://www.ti.com/jp
https://www.ti.com/jp/lit/pdf/JAJU969
https://www.ti.com/feedbackform/techdocfeedback?litnum=JAJU969&partnum=AUDIO-AM62D-EVM
https://www.ti.com/lit/pdf/SPRUJG2


表 2-19. オーディオ拡張コネクタ 1 のピン配置 (続き)
ピン SOC ボール ネット名

80 B21 CPLD/EXP1_McASP0_AFSR

2.11.2 オーディオ拡張コネクタ 2

オーディオ拡張コネクタ 2 には、次のインターフェイスと IO が含まれています。

• 1x SPI：2 CS 付き SPI1
• 1x I2C：SoC_I2C1
• 1 × UART：UART6
• 2x PWM：EHRPWM0_A、EHRPWM1_A
• 1 × CLK：CLKOUT0
• 1 × CLK：CPLD からの CLK_IN
• 1xTimer_IO
• 2 × ドーターカードのリファレンス タイムスタンプ信号

• 1 × McASP：McASP2_AFSR、AFSX, ACLKR、ACLKX と 15 個のシリアライザ

• 8x GPI0：MAIN ドメインからの GPIO
• 5V および 1.8V 電源 (電流制限：150mA と 25mA)

オーディオ拡張コネクタ 2 に接続される信号を、表 2-20 に示します。

表 2-20. オーディオ拡張コネクタ 2 のピン配置

ピン SOC ボール ネット名

1 F18 PORz_OUT_1V8

2 - VCC_5V0

3 D16 EXP2_EHRPWM0_A

4 - VCC_5V0

5 A17 EXP2_EHRPWM1_A

6 - VCC_5V0

7 - GND

8 - GND

9 - EXP2_TIMESTAMP0_IN

10 - VCC1V8_SYS

11 - EXP2_TIMESTAMP1_IN

12 - VCC1V8_SYS

13 - NC

14 - NC

15 - GND

16 - GND

17 C8 MCU_SPI1_CLK_1V8

18 C17 SoC_I2C1_SCL

19 B11 MCU_SPI1_D0_1V8

20 E17 SoC_I2C1_SDA

21 D10 MCU_SPI1_D1_1V8

22 - GND

23 C10 MCU_SPI1_CS0_1V8

24 B9 EXP2_MCU_SPI1_CS2_1V8

25 - GND

26 - GND

27 P22 CPLD/EXP2_McASP2_AXR0

28 R22 CPLD/EXP2_McASP2_AXR3
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表 2-20. オーディオ拡張コネクタ 2 のピン配置 (続き)
ピン SOC ボール ネット名

29 R19 CPLD/EXP2_McASP2_AXR1

30 N21 CPLD/EXP2_McASP2_AXR4

31 - GND

32 N20 EXP2_McASP2_AXR5

33 CPLD EXP2_CLK_IN

34 N19 EXP2_McASP2_AXR6

35 - GND

36 - GND

37 R21 CPLD/EXP2_McASP2_ACLKX

38 N18 EXP2_McASP2_AXR7

39 T22 CPLD/EXP2_McASP2_AFSX

40 N17 EXP2_McASP2_AXR8

41 T20 CPLD/EXP2_McASP2_AFSR

42 U22 EXP2_GPIO0_45

43 T21 CPLD/EXP2_McASP2_ACLKR

44 U21 EXP2_GPIO0_46

45 - GND

46 - GND

47 - EXP2_CLK_OUT

48 - NC

49 - GND

50 - GND

51 U20 EXP2_GPIO0_47

52 C15 TIMER_IO7

53 U19 EXP2_GPIO0_48

54 - NC

55 - NC

56 - NC

57 - GND

58 - GND

59 - NC

60 V18 UART6_TXD

61 - NC

62 V19 UART6_RXD

63 - NC

64 - NC

65 - GND

66 - GND

67 P18 EXP2_McASP2_AXR9

68 K18 EXP2_McASP2_AXR13

69 P19 EXP2_McASP2_AXR10

70 M19 CPLD/EXP2_McASP2_AXR14

71 P21 EXP2_McASP2_AXR11

72 M21 CPLD/EXP2_McASP2_AXR15

73 M18 EXP2_McASP2_AXR12

74 - NC
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表 2-20. オーディオ拡張コネクタ 2 のピン配置 (続き)
ピン SOC ボール ネット名

75 - GND

76 - GND

77 W22 EXP2_GPIO0_55

78 W20 EXP2_GPIO0_57

79 W21 EXP2_GPIO0_56

80 W19 EXP2_GPIO0_58

2.12 割り込み

AM62D オーディオ EVM は、プロセッサにリセット入力とユーザー割り込みを提供する 2 つの割り込みをサポートしてい

ます。割り込みは基板上面にあるたプッシュ ボタンで、表 2-21 に示します。

表 2-21. EVM のプッシュ ボタン

シリアル番
号

プッシュ ボタン 信号 機能

1 SW4 SoC_WARM_RESETZ MAIN ドメイン ウォーム リセット入力

2 SW5 GPIO_MCU GPIO1_23 (UART0_RTSn) に割り込みを生成

2.13 I2C アドレス マッピング

EVM 基板では、以下の 4 つの I2C インターフェイスを使用しています。

• SoC_I2C0 インターフェイス：SoC I2C[0] は、基板 ID EEPROM、USB PD コントローラ、PCM6240 (x2)、TAD5212 
(x4)、CDCE621、DIX4192、SIL5351B、DAC53002、 電流モニタ (x6)、温度センサ (x2)、CPLD (x2)、CPSW 拡張

コネクタ (x2)、GPIO ポート エクスパンダ (x2) に接続されています。

• SoC I2C1 インターフェイス：SoC I2C[1] は、オーディオ拡張コネクタ 2 (AEC 2) に接続されています。

• SoC I2C2 インターフェイス：SoC I2C[2] は、オーディオ拡張コネクタ 1 (AEC 1) に接続されています。

• MCU I2C0 および WKUP_I2C0 インターフェイス：MCU I2C[0] と WKUP_I2C[0] は PMIC に接続されています。

図 2-28 に I2C ツリーを示し、表 2-22 に AM62D オーディオ EVM のすべての I2C アドレス マッピングの詳細を示しま

す。
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図 2-28. I2C インターフェイス ツリー

表 2-22. I2C マッピング表

I2C ポート デバイス / 機能 部品番号 I2C アドレス

SoC_I2C0 基板 ID EEPROM AT24C512C-MAHM-T 0x54

SoC_I2C0 イーサネット拡張コネクタ 1 <コネクタ インターフェイス>

SoC_I2C0 イーサネット拡張コネクタ 2 <コネクタ インターフェイス>

SoC_I2C0 USB PD コントローラ TPS65988DHRSHR 0x38、0x3F

SoC_I2C0 オーディオ マイク ライン入力 PCM6240QRTVRQ1 0x48、0x49

SoC_I2C0 オーディオ ステレオ ライン出力 TAD5212IRGER 0x50、0x51、0x52、0x53

SoC_I2C0
オーディオ デジタル入出力

光学式 IN
DIX4192IPFB 0xE2

SoC_I2C0 クロック ジェネレータ 1 CDCE6214RGET 0x68

SoC_I2C0 DAC DAC53002 0x62

SoC_I2C0 クロック ジェネレータ 2 SI5351B-B-GM 0x60

SoC_I2C0 電流モニタ INA228AIDGSR 0x40、0x41、0x4C、0x45、0x4D、
0x44(E2)/0X47(E1)

SoC_I2C0 温度センサ TMP100NA/3K 0x4A、0x4B

SoC_I2C0 GPIO ポート エクスパンダ 1 TCA6424ARGJR 0x22

SoC_I2C0 GPIO ポート エクスパンダ 2 TCA6416ARTWR 0x20

SoC_I2C0 CPLD LCMXO2-256HC-4SG48I プログラム可

SoC_I2C1 オーディオ拡張コネクタ 2 <コネクタ インターフェイス>
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表 2-22. I2C マッピング表 (続き)
I2C ポート デバイス / 機能 部品番号 I2C アドレス

SoC_I2C2 オーディオ拡張コネクタ 1 <コネクタ インターフェイス>

MCU_I2C0
PMIC PTPS6522430RAHRQ1 0x48、0x49、0x4A、0x4B

WKUP_I2C0

その他

BOOTMODE_I2C I2C ブートモード バッファ TCA6424ARGJR 0x22
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3 ハードウェア設計ファイル

回路図、BOM、PCB レイアウト、アセンブリ ファイル、ガーバー ファイルなどのハードウェア設計ファイルは、以下のリンク

から入手できます。

設計ファイル
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4 準拠に関する情報

4.1 準拠および認証

EMC、EMI、ESD への準拠

本製品に取り付けられているコンポーネントは、静電気放電 (ESD) の影響を受けやすくなっています。テキサス・インスツ

ルメンツでは、本製品は ESD が制御された環境において使用されることを推奨しています。これには、ESD の蓄積を抑

えるために温度や湿度が制御された環境も含まれます。また、本製品との接続時には、リスト ストラップや ESD マットなど

の ESD 保護具の使用が推奨されます。

本製品は実験室に類似した基本的な電磁環境で使用され、EN IEC 61326-1:2021 に準拠した規格が適用されます。
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5 追加情報

5.1 ハードウェアまたはソフトウェアに関する既知の問題

このセクションでは、各 EVM リビジョンにおける現時点での既知の問題と、それに対する適用可能な 回避方法について

説明します。パッチが適用された問題には、EVM アセンブリに変更ラベルが付けられています。

5.2 商標
Code Composer Studio™ is a trademark of Texas Instruments.
MATEnet™ is a trademark of TE Connectivity.
Arm® and Cortex® are registered trademarks of Arm Limited.
USB Type-C® is a registered trademark of USB Implementers Forum.
SD® is a registered trademark of SD Card Association.
すべての商標は、それぞれの所有者に帰属します。
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重要なお知らせと免責事項
テキサス・インスツルメンツは、技術データと信頼性データ (データシートを含みます)、設計リソース (リファレンス デザインを含みま
す)、アプリケーションや設計に関する各種アドバイス、Web ツール、安全性情報、その他のリソースを、欠陥が存在する可能性のある
「現状のまま」提供しており、商品性および特定目的に対する適合性の黙示保証、第三者の知的財産権の非侵害保証を含むいかなる保証
も、明示的または黙示的にかかわらず拒否します。
これらのリソースは、 テキサス・インスツルメンツ製品を使用する設計の経験を積んだ開発者への提供を意図したものです。(1) お客様
のアプリケーションに適した テキサス・インスツルメンツ製品の選定、(2) お客様のアプリケーションの設計、検証、試験、(3) お客様の
アプリケーションに該当する各種規格や、その他のあらゆる安全性、セキュリティ、規制、または他の要件への確実な適合に関する責任
を、お客様のみが単独で負うものとします。
上記の各種リソースは、予告なく変更される可能性があります。これらのリソースは、リソースで説明されている テキサス・インスツル
メンツ製品を使用するアプリケーションの開発の目的でのみ、 テキサス・インスツルメンツはその使用をお客様に許諾します。これらの
リソースに関して、他の目的で複製することや掲載することは禁止されています。 テキサス・インスツルメンツや第三者の知的財産権の
ライセンスが付与されている訳ではありません。お客様は、これらのリソースを自身で使用した結果発生するあらゆる申し立て、損害、
費用、損失、責任について、 テキサス・インスツルメンツおよびその代理人を完全に補償するものとし、 テキサス・インスツルメンツは
一切の責任を拒否します。
テキサス・インスツルメンツの製品は、 テキサス・インスツルメンツの販売条件、または ti.com やかかる テキサス・インスツルメンツ
製品の関連資料などのいずれかを通じて提供する適用可能な条項の下で提供されています。 テキサス・インスツルメンツがこれらのリソ
ースを提供することは、適用される テキサス・インスツルメンツの保証または他の保証の放棄の拡大や変更を意味するものではありませ
ん。
お客様がいかなる追加条項または代替条項を提案した場合でも、 テキサス・インスツルメンツはそれらに異議を唱え、拒否します。
IMPORTANT NOTICE

郵送先住所：Texas Instruments, Post Office Box 655303, Dallas, Texas 75265
Copyright © 2025, Texas Instruments Incorporated

https://www.ti.com/ja-jp/legal/terms-conditions/terms-of-sale.html
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